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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉九
段　

西
村　

一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

馬
の
活
用
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　
（　

分
で
初
段
）

10

内
乱
状
態
が
続

く
ア
フ
リ
カ
・

ソ
マ
リ
ア
、
そ

の
海
域
に
「
海

賊
対
策
」
と
し

て
日
本
政
府
は

護
衛
艦
２
隻
を
派
遣
。
さ
ら

に
、
今
国
会
で
「
海
賊
対
処
」

法
案
の
成
立
を
狙
っ
て
い
る

▼
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
海
賊
が

急
増
し
た　

年
程
前
、
海
上

10

保
安
庁
は
ア
ジ
ア
各
国
と
海

賊
対
策
地
域
協
定
を
つ
く

り
、
沿
岸
国
の
警
備
能
力
強

化
や
情
報
共
有
等
の
手
段
を

講
じ
、
そ
の
結
果
、
海
賊
は

激
減
さ
せ
た
▼
こ
う
し
た
経

験
を
生
か
さ
ず
、
国
会
承
認

も
期
限
の
定
め
も
な
く
、
自

衛
隊
の
活
動
範
囲
と
武
器
使

用
を
拡
大
す
る「
重
要
法
案
」

と
な
っ
て
い
る
▼
隣
国
イ
エ

メ
ン
の
沿
岸
警
備
責
任
者
は

「
自
衛
隊
派
遣
よ
り
、
我
々

の
警
備
活
動
強
化
の
援
助

を
」
と
述
べ
て
い
る
。
憲
法

9
条
を
持
つ
国
と
し
て
、
ど

ち
ら
が
世
界
に
貢
献
す
る
道

か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　鈴木健治さんが
 　　「農水１期生」
　加入しました。 新

入
組
合
員
紹
介

　

鈴
木
さ
ん
は
、
農
水
省
時
代
に
青
年
部
長

も
経
験
し
て
お
り
、
組
合
の
重
要
性
は
分

か
っ
て
い
ま
し
た
。　

組
合
加
入
の
訴
え
を

受
け
て
い
る
間
、「
こ
の
職
場
で
や
っ
て
い

け
る
の
か
。」
と
の
不
安
が
あ
り
、
加
入
す
る

こ
と
を
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
確
申
期
事
務
を
実
際
に
経
験
す
る

中
で
、「
こ
の
職
場
で
や
っ
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
も
全
国
税
に
入
る
。」と
決
意
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

　

鈴
木
さ
ん
は
、
農
水
省
か
ら
転
入
し
た

「
府
省
間
配
転
１
期
生
」
で
す
。

　

配
属
さ
れ
た
の
は
東
京
局
千
葉
東
署
の
資

産
課
税
部
門
。　

や
は
り
仕
事
で
悩
み
、
特

に
初
め
て
の
確
申
期
前
に
は
体
調
を
崩
す
ま

で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
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連
帯
の
挨
拶
を
行
う
国
民
春
闘
共
闘

代
表
幹
事
・
大
黒
全
労
連
議
長

こ
と
は
理
解
し

て
い
る
」「
定
員

　

の
純
増
は
大

24変
な
こ
と
で
、

人
の
手
当
て
を

シ
ッ
カ
リ
や
っ

た
結
果
だ
」
と

コ
メ
ン
ト
し
ま

し
た
。

気
を
そ
ぐ
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
が
続
き
、
福
利

厚
生
費
削
減
や
ボ
ー
ナ

ス
カ
ッ
ト
の
動
き
に
は

抗
議
の
声
が
充
満
し
て

い
る
、
③
昇
任
･
昇
格

の
遅
れ
、
と
り
わ
け
組

合
差
別
に
よ
る
不
公
正

な
処
遇
を
是
正
す
る
よ

う
国
税
庁
へ
の
督
励
を

と
要
請
し
ま
し
た
。

　

副
大
臣
は
、「
複
雑

化
・
国
際
化
で
大
変
な

竹
下
財
務
副
大
臣
に
要
請

　

竹
下
亘
財
務
副
大
臣
に
対

し
、
山
口
委
員
長
は
、
①
め

ま
ぐ
る
し
い
税
制
改
正
と
格

差
社
会
の
拡
大
で
、
困
難
性

を
増
し
て
い
る
、
②
そ
の
一

方
で
、
職
員
の
誇
り
と
や
る

　

４
月　

日
、
労
働
組
合
と

17

金
融
関
係
の　

団
体
が
共
同

27

し
、
財
務
・
金
融
行
政
を
国

民
本
位
に
転
換
さ
せ
る
「　
09

年
共
同
行
動
」
を
東
京
、
近

畿
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
、
財
務
省
・
東

京
国
税
局
前
で
の
早
朝
宣
伝

を
行
っ
た
後
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
ス

タ
ー
生
命
・
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
の
社
前
で
金
融
争

議
の
解
決
を
求
め
る
行
動
を

展
開
、
並
行
し
て
財
務
省
・

金
融
庁
・
日
銀
・
全
国
銀
行

協
会
へ
の
要
請
行
動
、
国
税

庁
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
３
０
０
名
を

こ
え
る
仲
間
が
財
務
省
前
に

集
結
―　

年
の
歴
史
を
持
つ

25

官
民
共
同
の
集
会
に
駆
け
つ

け
た
大
黒
全
労
連
議
長
か
ら

力
強
い
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
た
後
、
参
加
者

全
員
で「
財
務
省
は
労
働
者
・

国
民
い
じ
め
は
や
め
よ
」「
国

民
本
位
の
行
政
に
転
換
せ

よ
」
と
唱
和
し
ま
し
た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

4
月　

日
に
実
施
し
た

１５

「
財
務
金
融
東
海
総
行
動
」に

3
0
0
名
が
結
集
し
、
国
税

局
と
財
務
局
交
渉
を
行
い
、

昼
休
み
は
市
内
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

4・17財務省前集会に300名超が集結

国民本位の財務・金融行政へ転換を

25年の歴史持つ官民共同行動を旺盛に展開！

一部凍結勧告
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国
会
要
請
集
中
し
阻
止
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
4

月　

日
、「
夏
季
一
時
金
の

28
減
額
問
題
」
で
緊
急
の
人
事

院
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

対
応
し
た
吉
田
給
与
局
長

は
、
①
民
間
夏
季
一
時
金
に

つ
い
て
の
特
別
調
査
は　

日
24

ま
で
に
終
了
し
、
現
時
点
の

妥
結
状
況
の
把
握
に
つ
い
て

は
概
ね
目
的
を
達
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
②
特
別
給
に
つ

い
て
は
、
従
来
、
前
年
冬
と

当
年
夏
の
民
間
一
時
金
の
支

給
実
態
に
基
づ
き
年
間
月
数

で
官
民
均
衡
を
図
る
や
り
方

を
と
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
は

今
年
も
変
更
は
な
い
。
し
か

し
、
民
間
一
時
金
の
状
況
は

相
当
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

本
年
6
月
に
支
給
す
べ
き
特

別
手
当
の
支
給
月
数
に
つ
い

て
、
本
則
は
変
更
せ
ず
に
そ

の
一
部
を
暫
定
的
に
凍
結
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
、
必
要
に
応
じ
連

休
前
に
も
勧
告
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
、
と
回
答
し
ま

し
た
。

　

こ
の
回
答
に
対
し
、
国
公

労
連
・
全
国
税
は
「
国
公
法

改
正
法
案
を
め
ぐ
り
、
人
事

院
総
裁
自
ら
政
治
的
な
中
立

性
や
労
働
基
本
権
に
も
か
か

わ
る
問
題
と
し
て
反
論
し
た

姿
勢
と
は
正
反
対
に
、
今
回

は
政
治
的
な
働
き
か
け
の
中

で
動
い
て
い
る
」「
確
定
さ
れ

て
い
る
ル
ー
ル
を
無
視
し
、

特
別
勧
告
す
る
こ
と
は
到
底

容
認
で
き
な
い
。
連
休
前
の

特
別
勧
告
は
言
語
道
断
で
あ

り
、
止
め
る
べ
き
い
う
の
が

職
場
の
共
通
の
意
見
だ
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

　

給
与
局
長
は
、「
公
務
員

給
与
へ
の
攻
撃
が
強
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
も
敏
感

に
上
下
す
べ
き
と
の
声
も
あ

り
、
一
定
限
度
を
超
え
れ
ば

対
応
し
た
方
が
良
い
と
考
え

た
」「
重
要
な
勤
務
条
件
を
短

期
間
に
変
更
す
る
こ
と
へ
の

怒
り
は
分
か
る
が
、
合
わ
せ

る
べ
き
は
合
わ
せ
、
守
る
べ

き
は
守
る
と
い
う
こ
と
を
ぜ

ひ
理
解
願
い
た
い
」
と
再
回

答
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
国
公
労

連
・
全
国
税
は
「
年
間
で
均

衡
を
図
り　

月
に
調
整
す
れ

12

ば
足
り
る
も
の
で
勧
告
す
る

必
要
は
な
い
。
民
間
と
の
タ

イ
ム
ラ
グ
に
つ
い
て
も
国
民

に
説
明
で
き
る
問
題
だ
」「
夏

季
一
時
金
凍
結
の
特
別
勧
告

よ
り
も
、
法
の
狭
間
に
置
か

れ
て
い
る
非
正
規
職
員
の
勤

務
条
件
改
善
こ
そ
、
人
事
院

は
勧
告
権
を
使
う
べ
き
だ
」

と
主
張
し
、
抗
議
の
交
渉
を

し
め
く
く
り
ま
し
た
。

ルール破りの人事院に断固抗議

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏　季季季季季季季季季季季
一一一一一一一一一一時時時時時時時時時時一時金金金金金金金金金金金
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実
績
が
つ
い
て
も
お
か
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に

予
算
を
使
い
切
っ
て
し

ま
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
新

年
度
予
算
で
手
当
て
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
時
金
減
額
…
職
場
の
声

【
北
海
道
地
連
】

■　

万　

万
の
減
額
か
、

10

15

た
ま
ら
な
い
。

□
住
宅
ロ
ー
ン
も
あ
る

し
、
急
に
こ
ん
な
こ
と
で

は
予
定
が
立
た
な
い
。

■
自
民
党
Ｐ
Ｔ
か
ら
始

ま
っ
た
話
だ
。
そ
れ
に
乗

る
人
事
院
も
人
事
院
だ
。

□
政
治
的
臭
い
が
プ
ン
プ

ン
だ
ね
。

■
子
供
の
学
費
を
見
込
ん

で
い
た
か
ら
大
変
だ
。

□
や
る
気
が
出
ま
せ
ん
。

無
気
力
状
態
で
す
。

■
確
申
期
で
ク
タ
ク
タ
で

す
。
そ
こ
に
１
割
カ
ッ
ト

で
は
気
力
が
失
せ
ま
す
。

□
一
割
は
痛
い
。
上
が
る

と
き
は
次
の
年
か
ら
な
の

に
、
お
か
し
い
で
す
よ
。

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
職
員

【
近
畿
・
兵
庫
支
部
】

　
　

歳
を
超
え
る
人
に
も

30
公
務
員
の
道
を
と
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
枠
。
国
税
の
職
場

に
も
こ
の
４
月
か
ら
新
た

に
全
国
で　

名
、
大
阪
局

55

は
２
署
に
５
名
が
採
用
さ

れ
た
。
ナ
ン
ト
、
倍
率
は

２
３
８
倍
と
狭
き
門
。
し

か
し
、
給
料
は
か
な
り
低

い
そ
う
だ
。

給
与
明
細
見
て

「
こ
ん
な
バ
カ
な
ぁ
…
」

【
東
京
地
連
】

　
「
個
人
の
内
部
担
当
な

の
に
、
２
月
の
超
勤
時
間

が　

時
間
に
満
た
な
い
実

30
績
し
か
つ
い
て
い
な
か
っ

た
」
と
の
情
報
が
。
実
情

を
聞
い
て
み
る
と
、「
ど

う
も
年
度
当
初
に
か
な
り

予
算
を
使
っ
て
し
ま
っ
た

ら
し
い
」
と
の
こ
と
。
個

人
の
内
部
担
当
者
で
、
こ

の
繁
忙
期
に　

時
間
の
実

30

績
は
少
な
す
ぎ
で
す
。
定

時
退
庁
日
も
含
め
毎
日
の

よ
う
に
残
り
、　

時
間
の

60

　全国税税研中央推進委員会が編集した「税金
２００９」（Ｂ5版・66頁）が完成。
　本書は、三木義一・立命館大学教授の講演
「日本の最近の税金問題を考える」、長谷川前
本部書記長の特別報告「e-Tax急拡大の問題
点」、さらに税制一般・暮らしと税金・税務行
政分科会のまとめや各種資料も収録。
※お申込みは、全国税本部・地連、組合員まで。

　昨年8月26日、人事院は事務総長通知として「非常勤職員の
給与決定に関する指針」を発出し、各省庁に規程を具体化するよ
う指示を行っています。　　
　「指針」は、第一に、基本となる給与の格付けを、当該非常勤
職員の職務と類似する職務の常勤職員の属する職務の級の初号
俸の俸給月額とし、併せて職務内容、在勤する地域及び職務経験
等の三要素を考慮して決定する。第二に、通勤手当に相当する給
与を支給する、第三に、相当長期にわたり勤務する非常勤職員に
は、期末手当に相当する給与を、勤務時間等を考慮の上支給する
よう求めています。（略）
　私たちは貴職が「指針」を具体化するにあたり、その中で明示
されていない休暇や手当等、さらに身分保障も含め下記の内容を
実現するよう強く求めます。

Ⅰ．非常勤職員の基本となる給与
　等について
　1．常勤職員の最下位の職務の級
　とする「指針」を受け、税務職１級
　7号俸16万1,300円を基本の給与
　とすること。
　2．その最低賃金を月額相当15万
　円（時給1千円、日給7千500円）
　以上に引上げること。
　3．「指針」が指示する職務内容、在
　勤地域、職務経験の3点を具体化
　する職務手当を新設し、予算化す
　ること。
　4．交通費、期末手当を正規職員と
　同様に支給すること。期末手当に
　ついては、少なくとも勤務時間を
　基礎に勤務日数換算した計算を行
　い、制度化すること。
　5．一定期間勤務した職員へは正
　規職員と同様に退職手当を支給す
　るよう制度化すること。

Ⅱ．社会保険加入と休暇取得の拡
　充について
　1．共済組合への加入を認めるこ
　と。それが実現するまでの間、加
　入要件を満たした場合には、雇用
　保険、健康保険、厚生年金に加入さ
　せること。
　2．年次休暇や忌引休暇、病気休暇
　（生理休暇等を含む）を正規職員と
　同等の制度に改善すること。当面、
　雇用中断による有給休暇日数の不
　利益を改善するとともに、夏季休
　暇、結婚休暇及び育児休業などの

　制度化を図ること。
　3．非常勤職員の労働条件を国公
　法等で明確にすること。出来ない
　場合には、当面労働基準法を準用
　すること。

Ⅲ．雇用の確保と契約更新の際の
　制度確立、職場環境の整備につ
　いて
　1．雇用の安定と確保、正規職員と
　の均等待遇を図る法制度を整備す
　ること。
　2．非常勤職員の契約更新に際し
　て、「解雇権濫用法理」を適用する
　とともに、合理性、納得性のない契
　約更新回数制限や一方的・一律的な
　「雇い止め」を行わないこと。
　3．契約期間中途での一方的解雇
　は行わないこと。更新打ち切りの
　場合も1ヶ月以上前からの予告と
　打切り理由の明示を前提条件とし、
　1ヶ月未満の通知の場合は解雇予
　告手当を支給すること。
　4．セクシャルハラスメント、　パ
　ワーハラスメントの防止、被害者
　救済のため、外部への相談体制を含
　め制度を拡充し、すべての非常勤職
　員に周知徹底すること。
　5．業務に必要なパソコン、机、椅
　子等は専用のものを用意し、更衣室
　や各人別ロッカーも確保すること。
　6．1日の勤務時間は非常勤職員の
　希望を尊重すること。　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　以　上

労
働
条
件
改
善
の
要
求
提
出

働きを正当に評価し、処遇改善を

求
め
る
こ
と
に
心
を
砕
い

た
。
あ
わ
せ
て
、
業
務
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
々
を
失
う

の
は
、
経
営
上
も
損
失
だ
と

訴
え
続
け
た
」
と
話
す
書
記

長
。

　

４
月
、
希
望
者
全
員
の
雇

用
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
を
通
じ
、
約　
10

人
の
臨
時
職
員
が
労
組
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

行政の一端担う非常勤職員

臆
牡

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　

長
年
働
く
臨
時
職
員
に
対

す
る
「
雇
い
止
め
」
通
告
に

対
し
、
山
口
県
農
協
労
組
下

関
支
部
が
撤
回
を
迫
り
、
こ

の
ほ
ど
雇
用
継
続
さ
せ
ま
し

た
。
安
易
な
「
雇
い
止
め
」

を
許
さ
な
い
労
組
の
役
割
が

発
揮
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
す
。

　

同
じ
仲
間
だ
か
ら

　

臨
時
職
員　

名
が
3
月
末
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で
の
「
雇
い
止
め
」
を
通
告

さ
れ
た
の
は
2
月
末
の
こ
と

で
す
。
対
象
者
は
全
員
が
女

性
で
、
営
農
支
援
の
基
幹
的

業
務
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
年
契
約
を
自
動
的
に
更

新
し
、
最
も
長
い
人
で
勤
続

　

年
に
の
ぼ
り
、
中
に
は
シ

17ン
グ
ル
マ
ザ
ー
も
い
ま
す
。

　
「
長
年
働
い
た
職
場
で
こ

ん
な
仕
打
ち
を
受
け
、
つ
ら

い
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

法
律
を
前
面
に
交
渉

　

当
初
、
経
営
側
は
「
解
雇

で
は
な
く
雇
い
止
め
。
法
に

触
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
の

立
場
を
崩
さ
ず
、
労
使
の
交

渉
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
か
け

て
い
ま
し
た
。

知識習得の機会奪われた

　

そ
こ
で
活
用
し
た
の
が
労

働
基
準
監
督
署
で
す
。

　

有
期
雇
用
で
は
あ
る
が
、

長
年
自
動
的
に
更
新
し
て
き

た
臨
時
職
員
の「
雇
い
止
め
」

は
、
過
去
の
判
例
等
か
ら

「
整
理
解
雇
」に
あ
た
る
可
能

性
が
高
い
と
の
見
解
を
労
基

署
か
ら
得
て
い
ま
し
た
。

　

整
理
解
雇
な
ら
ば
、
解
雇

回
避
努
力
等
４
要
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

３
月
半
ば
に
行
わ
れ
た
交

渉
で
、
労
基
署
の
見
解
を
提

示
、
経
営
側
は
反
論
で
き

ず
、
翌
日
、
希
望
者
全
員
に

つ
い
て
４
月
以
降
も
継
続
雇

用
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
解
雇
を
通
告
す
る
側
も
、

受
け
る
側
も
人
間
。
感
情
的

に
な
ら
ず
、
人
と
し
て
誠
意

を
も
っ
た
対
応
を
す
る
よ
う

　

４
月　

日
、
庁
か
ら
「
本
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科
及
び
専
科
は
…
研
修
期
間

の
後
期
に
お
い
て
は
審
理

班
・
実
施
班
に
編
成
替
え
を

行
っ
て
き
た
が
…
班
の
編
成

替
え
を
平
成　

年
度
以
降
行

21

わ
な
い
こ
と
と
す
る
」
と
の

情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
税
青
年
部
は
、
昨
年

　

月　

日
に
実
施
し
た
庁
交

11

10

渉
で
、「
専
科
研
修
２
ヵ
月

目
の
試
験
で
審
理
と
一
般
班

に
分
け
、
ふ
る
い
に
か
け
て

い
る
。
こ
う
し
た
や
り
方
は

止
め
よ
」、「
こ
れ
は
青
年
間

差
別
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、

『
若
い
う
ち
の
差
は
好
ま
し

く
な
い
』
と
の
確
認
に
も
反

し
て
い
る
」
と
追
及
。

　

対
応
し
た
庁
課
長
補
佐

は
、「
な
ぜ
そ
う
し
て
い
る

の
か
…
。
指
摘
が
あ
っ
た
こ

と
は
関
係
部
署
に
伝
え
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
別
さ
れ
て
、
知
識
習
得

の
機
会
を
奪
わ
れ
た
専
科
生

の
声
を
基
に
し
た
追
及
が
、

当
局
を
動
か
し
、
要
求
が
実

現
し
ま
し
た
。

臨臨時時職職員員のの雇雇いい止止めめをを阻阻止止
農協労組
下関支部 労基署を活用し、交渉決着

専科生の声が当局動かす
専
科
選
別
の

班
編
成
廃
止


